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環境変化への思考深化（進化）と
新たな価値の創造

研究コーディネータ　田中 宥司

農業・食品産業技術総合研究機構・中央農業

総合研究所から、昨年、10月1日付けで研

究コーディネータとして着任いたしました。農業

環境技術研究所（以下、農環研）では、農業環境に

かかわる生物研究分野の研究調整を担当してまい

ります。どうぞよろしくお願いいたします。

　さて、人間活動のあるところに、常に変化があ

るのは当然です。しかし、ここ数年に起こってい

る身の回りの変化は、我々人間に大きな影響をも

たらす、インパクトの強い変化であるように思い

ます。今、思いつくだけでも、情報のグローバル

化、人口増加、地球温暖化、化石燃料の枯渇化、

金融危機、穀物の高騰等々が挙げられます。すで

に、目の前で氷河は崩れだしているような変化が

起こっているという感さえあります。さらに、我々

を取り巻く急激な環境変化が複雑に絡み合い、新

たな環境変化を生み出す可能性もあります。

　農業環境においても例外でなく、大きな変化が

起きているといえます。温暖化がもたらす農業環

境への影響、難分解性有機化学物質や重金属の問

題、生物多様性に関する問題など、数多くの問題

が津波のように押し寄せてきています。

　このような農業環境の問題においても、多様な

要因が絡み合い、均一な（ホモ）専門研究集団で

の解決は困難です。農環研では、平成18年度よ

り、第2期中期目標として、農業環境リスクの評

価および管理技術の開発、自然循環機能の発揮に

向けた農業生態系の構造・機能の解明と管理技術

の開発、農業生態系の機能解明を支える基盤研

究を重点課題として研究を開始しました。研究が

開始されるに当たって、この3つの重点課題を細

分化し研究課題レベルまで落とし込み、各研究課

題ごとにリサーチプロジェクトを発足させていま 

す。専門の異なる研究員がこのプロジェクトに参

画し、多様な（ヘテロ）研究集団として研究を推進

しております。申すまでもなく、研究に潜む問題

を多面的に分析し、効率的に研究成果を挙げるこ

とを狙ったものです。現在、第2期中期計画も3年

目であり、ここ数年の環境変化を踏まえ、課題の

見直し・重点化の作業に取り組んでいます。今後

はヘテロ研究集団という連携を強化し、更なるシ

ナジー効果が生まれるような体制の必要性を感じ

ています。

　時代はすでに変わりました。従来のリスク–ベネ

フィット型研究による価値創造だけでは通用しな

くなっています。地球上の有限な資源を利用しつ

つ、いかに持続可能なものとしていくか、新たな

価値を創造していくことが大きな課題であると思

われます。農環研にとって、農業環境の変化をい

ち早くとらえ、研究のテーマの選択【価値の評価】

をし、研究を通して発見や開発【価値開発】をし、

得られた情報や開発技術をユーザーに提供・普及

【価値の提供】していく。この価値のサイクルをス

パイラル状に発展・進化させることが、“生き残り”

と“新たな価値創造”に結びつくものと考えていま

す。

　長い地球の歴史の中で、強いものが生き残り続

けることはない、環境変化に適応できるものが生

き残っていけるのも事実のようです。
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